令和３年度　三股町立宮村小学校　学校関係者評価書
	学校経営ビジョン
	【　一人一人が輝いて、みんな大好き、笑顔と魅力あふれる学校　】
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	知育
	■目標　

『学力の向上』

■手段

１　確かな学力を確立するための授業改善
２　家庭との連携による家庭学習の充実
３　読書指導の充実（質と量の向上）
４　個に応じた指導による基礎・基本の定着と活用する力の充実
５　学習規律の徹底と学習環境の整備

	１
	○　学び合う時間や、定着と習熟の時間を確保し、思考力・判断力・表現力の育成と基礎学力の定着を図るための工夫と授業改善を行った。今後も、個の実態に合った指導の工夫と学力の向上を図っていく。
	3.2
	3.3
	〇　基本は、読み、書き、ソロバン。後は本人の努力。ソロバンを教えてください。
〇　集団学習では先生の話ですぐに理解できる児童や補足説明が必要な児童がいると思いますが、授業参観の際に、先生方が児童を援助されている姿をみました。
〇　結果の考察にあるように個の実態に合った指導を工夫し学力向上をされているのが分かりました。これからも児童が勉強に興味がもてるように取り組んでいただけたらと思います。保育園でも立腰指導を引き続き行っていきたいと思います。
〇　わからない人がいたらわかるひとが教えるスタイルは両者にとって勉強になり素晴らしいと思う。継続してほしい。
〇　家庭との連携という意味では学校から家庭へ、ここの部分を重点的にみて欲しいみたいな連絡があっていいのかなと思う。
〇　読解力につながると思うのでタブレット活用により、活字と触れ合う機会の減少にならないよう努めて欲しい。
〇　個別指導はありがたい。それができるのも宮村小学校の良さだと思う。
〇　タブレット授業は必然。ぜひタブレットを効率よく活用してほしいし、最善の授業方法を研究していただきたい。

　

	
	
	２
	○　基礎学力の定着に合わせ、読解力や応用力を伸ばす問題等も出題して充実を図った。家庭学習の量や見届けについて、今後も充実を図る。
	
	
	

	
	
	３
	〇　児童が興味をもちそうな新刊を増やす等、手段を講じているが、読書離れの傾向は続いている。本や活字を読む時間や機会の充実を図っていく。
	
	
	

	
	
	４
	○　NINO、ＣＲＴテストの結果分析やMIMを活用し、個別指導を行った。今後も、個の実態に合わせた指導の充実を図る。
	
	
	

	
	
	５
	○　立腰指導をはじめとした学びに向かう意識を育てている。また、今年度、1人1台タブレットが導入されたことを受け、タブレットの活用と授業改善を行った。今後も、タブレットを使った学習の効率化と内容の充実を図る。
	
	
	

	徳育
	■目標

『豊かな心の育成』

■手段

１　道徳科の授業の充実

２　児童の日常の悩みや困難の把握と、いじめ・不登校等、サポート体制の充実

３　挨拶・会釈、さん付けや言葉遣い等、思いやりの心の育成
４　身の回りの整理や準備、後始末等、基本的な生活習慣の充実
５　ボランティア活動や伝統芸能等への参加及び、「みまたの日」の活動の充実
	１
	○　道徳科の授業を参観日に実施し、懇親会等を含め、道徳性を育てることの大切さや、子どもの実態について、共通理解をすることができた。今後も家庭や地域と連携しながら子どもの道徳性を育てていく。
	3.3
	3.2
	〇　「みまたの日」の活用をもう少し。あいさつの基本は一対一。先生も大きな声でお願いします。
〇　道端での挨拶は会釈程度になりますが、授業参観に行った際は、関係者の来校だと意識が持てるのか、元気よくあいさつできる児童が多かったと感じました。
〇　児童達は悩みがあっても言えないかもしれないので「あのねアンケート」の利用や児童の様子に気を配り、心の声を聞いて対応していただけたらと思います。
〇　道徳の授業を親子で共有することは、親子一緒に道徳について考えることができ良いことだと思う。さらに充実させてほしい。
〇　学校全体で取り組んでいただけるのはありがたい。大人が気付いてあげないといけない年代なので引き続きサポートをお願いしたい。
〇　さん付けの指導は素晴らしいし、学年を追うごとに礼儀を感じられる。
〇　家庭との連携の部分もあるが、学校の方ではルール、きまり事の徹底を育成して頂きたい。
〇　地域と一体となった教育が理想だと思う。先のあいさつも、地域の方の力もお借りして育成していただきたい。

	
	
	２
	○　「あのねアンケート」を毎月実施し、児童一人一人とアンケートをもとに教育相談の時間を設定した。学級の問題を職員間でも共有し、学校全体で指導にあたった。
	
	
	

	
	
	３
	〇　会釈やさん付け等を含めた礼儀やマナー等が育ってきている。一方で、声の小さな児童もいるので、まずは「進んで　元気よく　笑顔で　あいさつ」の徹底を図る。
	
	
	

	
	
	４
	〇　履物の整頓や安全な廊下歩行の推奨等、自立と規範意識の育成を目指している。今後も、けじめを付けて行動する意識を育て、家庭や地域と連携を図る。
	
	
	

	
	
	５
	○　地域の方との交流として、運動会の大太鼓やふれあい活動でのグランドゴルフを行った。また、地域の方にも協力いただき、「みまたの日」のあいさつリレーを行った。
	
	
	

	体育
	■目標

『体力の向上と健康安全の推進』

■手段

１　体育の時間の運動量確保と体育学習の充実
２　健康保持の生活習慣の定着
３　給食の時間や「食育の日」等を通した食育の充実
４　健康状態の把握や食事の取り方とマナーの定着
５　生命を守る安全行動の徹底
	１
	〇　コロナ対応のため、運動量の十分な確保が難しいときもあった。そのような中でも、ルールや内容を工夫して、体育学習の充実を図った。
	3.0
	3.6
	〇　早寝、早起き、朝ごはんを！外での遊びをもう少し。
〇　個人の運動はできるが、コロナ禍での体育は制限もあり接触やチームワークを学ぶ機会が減少したと思いますが、先生方が工夫され充実を図ることにより、体の開放を味わい体力向上につながっていると思います。コロナが身近になり命を守る大切さを学んでいると感じます。
〇　コロナ禍で放課後部活動の中止や縮小の中、学校での運動機会の確保は重要だと思うが、コロナにより至らない部分はある。
〇　コロナにより手洗い、消毒はある意味日常化しつつあるので、次年度は視力など他の部分の強化に目を向けてみるのもいいと思う。
〇　黙食により給食の放送は使い方によっては面白いと思う。
〇　コロナルールが定着してきたかと思う。次年度も継続していただきたい。
〇　今は予想外の災害が起きる時代。いざという時に備え、あらゆる訓練を考えて欲しい。

	
	
	２
	〇　むし歯治療は、家庭の協力のもと、73％以上の治療率である。また、毎日の手洗い、消毒等の撤退を行った。
	
	
	

	
	
	３
	〇　給食中の放送や、「弁当の日」の取組等を通じて、食育の充実を図った。今後も、発達の段階に応じた指導を行っていく。
	
	
	

	
	
	４
	〇　毎朝、健康観察時の体温を含めた体調確認を行った。また、給食中には、黙食の徹底を図っている。
	
	
	

	
	
	５
	〇　廊下歩行や、教室での過ごし方等について、安全指導を行っている。今後も、学級活動や保健体育等を通じて、子ども自身の意識の向上を図る。
	
	
	

	その他
	■目標

『信頼される学校づくり』

■手段

１　家庭や地域との連携と、ＰＴＡ活動・地域行事への参加
２　家庭や地域と連携した安全管理や事故防止
３　学校行事や参観日・懇談等の充実

４　学校からの情報発信と、家庭や地域からの情報収集

５　子ども郵便局等の取組によるキャリア教育の充実
	１
	○　本年度、コロナ対応によるＰＴＡ活動・地域行事の中止が多かったが、開催された行事については、家庭や地域の方と協力して行うことができた。
	3.4
	3.3
	〇　横断歩道では車が停まったのを確認してから渡る様に指導しているが、リーダーによっては信号が青になると安心して（？）渡っている。
〇　保育園との交流はコロナ対応が優先となったが昨年度と内容を少し変更し開催できたものもありました。また、毎月アオバズクを発行していただきありがとうございました。その時に児童と園児の情報交換ができ大変参考になりました。これからも情報交換や交流できる関係でありたいと思いますのでよろしくお願いします。
〇　次年度は、学校とＰＴＡと地域の方が顔を合わせる会を希望したい。顔合わせをすることで連携を取りやすくなると考える。
〇　見守り隊の方など、地域の方の協力は非常にありがたいと思う。
〇　各種行事や参観日等、尽力いただきありがとうございました。
〇　便りが多く学級の様子、学校の様子が知れてありがたい。ぜひ今後も継続いただきたい。
〇　郵便局の取り組みは、良い取り組みだと思う。

	
	
	２
	○　本年度は、交通事故等もなく、安全に登下校ができている。今後も、安全な横断歩道等、家庭や地域の方と協力して指導と見届けを行っていく。
	
	
	

	
	
	３
	○　参観・懇談資料等を準備して、学習内容や学校生活についての理解を深めていただくようにしている。
	
	
	

	
	
	４
	○　ホームページの毎日更新、学校便りの毎月発行をはじめ、学級通信等を通じて、情報発信を行っている。
	
	
	

	
	
	５
	〇　業務の一部を体験する子ども郵便局の取組等を通じて、社会教育に繋げている。
	
	
	


	次年度の方向性についての校長所見
	○個に応じた指導の充実のため、NINOや学力調査等の結果を分析し、教育課程や授業の工夫改善に努める。
○健康で明るく、豊かな心を育成する学校及び学級づくりを行えるよう、さらに職員や児童の人権感覚の高揚を図る。
○うがい、手・指の消毒、暑いときには服を脱ぎ、寒いときには服を着る等の自己管理能力を身につけさせる。
○家庭や地域と連携を進めながら、地域素材や人材を活用した教育活動と、誰でも来校しやすい学校づくりを目指す。








４段階評価　　　４　期待どおり　３　ほぼ期待どおり　２　やや期待を下回る　１　改善を要する








